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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・12/22（月）保健所の立ち入り調査。

・12/23（火）青明舎の餅つき大会実施予定。青陽館から道具の貸し出しがある際にはメモを取ること。

・12/25（木）青陽館クリスマス会。

・12/26（金）中谷あゆみCWがローテーション研修予定。

＜利用者情報＞

・坂本　福子　様～双極性障害。本日14:00から見学予定。12/22（月）から週1回デイケア利用予定となっていたが、野月利章様と同じ利用日は嫌だと本人より希望があり、木曜日に利用することを検討している。①怠薬傾向、②家族との関係はよくない、③病状が悪化すると病識が悪くなる、以上のことを踏まえ、デイケアでも関わっていく。
・坂本　健治　様～本日の外来の際、待合室にいる人が話し掛けてきた内容について「嫌な気分になった」とのことで、具合が悪くなったと訴えがある。本日はデイケアを休みたいと希望している。スタッフが話を聞くことを説明すると、「あまり話したくないので」とのこと。本日は帰荘している。青山荘スタッフに情報提供し、帰荘後も同様のことを訴えていたとのことで、様子観察をしていく。

· 高田　マキ　様～盛岡こころクリニックより、本人の受診があったと本日当院に手紙が

届いている。田名部Drより当院の通院治療・デイケア利用は中断で良いとの指示あり。明日、デイケアスタッフより母親様に連絡を取り、状況を説明した後にデイケア中断とする。また、今後本人から電話連絡があった際は、訴えの傾聴は行っていく。

・青木　紀子　様～父様の検査結果について本人から報告がある。膀胱が機能していない状態であるため、膀胱を摘出し人工膀胱設置の手術をする必要があるとのこと。スタッフに報告するときは落ち着いて話すことができている。今後も訴えがあれば傾聴していく。

・鈴木　真知子様～青陽館では、コップ5杯（コーヒー3杯、お湯2杯）飲んでいる。帰荘後から就寝するまでコップ3杯飲んだことを本人がスタッフに伝えているが、実際は4～5杯（2ℓ程）飲んでいたとの情報がある。飲水量が多いため水分摂取量を確認していく。

· 小笠原　富治様～本日の午前中に独語や放歌が聞かれており、作業療法の時間には「ウ

シシ」と笑う場面がみられる。病状悪化すると、空笑・独語・放歌の他、他者に対して指示的になることがあり、トラブルにつながる可能性がある。以前は、自分の役割が無くなった際に、空笑や指示的口調があったため、原因はないか本人の訴えを聞くとともに、他者とトラブルがないよう観察していく。

・大久保　康弘様～本人より電話があり「足元がフラフラする」「眩暈がする」とのことで本日遅刻している。来所後は問題なく過ごしている。今後も様子観察していく。

＜外来情報＞
・特になし

カンファレンスシート（佐々木　宏樹様）

実施日：H26年12月18日（木）13：30～14：00

担当チーム：慶長、佐々木

参加者：慶長、松橋、川井、佐々木、戸賀沢、會津、小屋敷、小林

検討内容　目標と計画の確認

	氏名
	佐々木　宏樹
	性別
	男
	年齢
	35
	生年月日
	S54年2月1日

	主病名
	アルコール依存症
	合併症
	肺癌

	治療方針（医師の指示）
	断酒の継続。断酒が継続できない場合は、入院となることを本人に伝えている。肺癌の治療が落ち着き次第、今後の方向性を話し合っていく予定。

	本人希望
	継続して利用し、不安を軽減していきたい。

治療が落ち着いてきたら1人暮らしをしたい。

	家族希望
	安定した生活の維持。

	入院歴
	計1回最終入院　H25年10月4日　～　H26年2月10日　　成増厚生病院）

	通所歴
	1回目（当院デイケア）

· 今回：Ｈ26年11月26日～現在　　（週5回/月～金曜日）

※H26.2.10退院後、慈友クリニックのデイケアを数ヶ月利用していた。

	その他サービス利用
	八戸市民病院にて抗がん剤治療中

	住居：実家
	家族構成

父、母、弟と同居

3人兄弟の長男で、同居している弟は三男。

次女は東京在住。

	利用制度
	手帳　なし
	
	他　生活保護　自立支援医療

	備考：なし


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	不安を解消しながら肺癌の治療と現在の生活を継続する
	①デイケアに継続して通所し、楽しみながら現在の生活を維持する。


	①興味のある活動をし、楽しみながらデイケアで過ごせるようになる。
	①興味のある活動を行いながら、継続して通所する。プログラム等の活動を促し、楽しみながらデイケアで過ごせるように関わっていく。



	
	➁不安を適切に対処し、断酒を継続する。
	➁不安に対し、飲酒行動で対処せず、スタッフに相談出来るようになる。
	②-1不安が生じた時には、すぐにスタッフに相談し、不安を解消する。不安や悩みがあった際にはすぐに相談するように促し、解決策を一緒に検討しながら早期解消を図っていく。

	
	
	
	➁-2アルコール依存症治療プログラムへ参加する。飲酒やアルコールに対する本人の訴えを確認し、適切な対応が出来るように関わっていく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①興味のある活動をし、楽しみながらデイケアで過ごせるようになる。
	・趣味がたくさんあるとのことで作業療法ではパソコンで絵を描いたり、クロスワードの本を持参して取り組むなど、意欲的に活動している。

・他利用者との交流も積極的に行っており、対応に問題は無い。他利用者との会話終了時に疲労感の有無などを確認するが、「大丈夫ですよ」「楽しんで話してます」と答えている。

・デイケアについては、「まだ今後の生活とかは考えて無いですけども、デイケアで過ごす事が実家から離れる事が出来て非常に充実しています」「利用はじめてから利用出来ないことが多かったですけど、緊張もしなくなってきましたし、何も問題は無いですよ」と話している。

・現段階では、不安を感じずに生活していく為に、自宅で1人で過ごすのではなくデイケアで楽しんで過ごすことを目標の1つとしている。（達成度60%）
	目標と計画を継続し、楽しんで過ごしながら不安を感じずに生活出来るよう関わっていく。

	➁不安に対し、飲酒行動で対処せず、スタッフに相談出来るようになる。
	・過去の飲酒のきっかけについては具体的に本人より確認できていない。現在、肺癌治療中で、12/22以降には治療が落ち着くとのことで、それ以降に改めてアセスメントを行っていく。

・現段階で不安への対処の為に、スタッフと相談することやデイケアでのプログラムを通じて不安を解消出来ることを目標の1つとしている。

・「自宅に一人でいると、先が見えないことで不安になってしまう」「出来れば毎日利用して、不安を解消していきたい」と希望している。「親からちょっとした事も口出しされるので、それが非常にストレスになります」「当たり前の事を言われるのが嫌なんですよね」と不満を話す事がある。その状況から飲酒へとつながることは現在は無いとのこと。

・会話の丁寧さについては、「仕事で事務職（郵便局）をやっていて、その時の話し方が抜けないのでこの話し方が楽なんですよ」と話す。素の話し方は、父親を「親父」と呼んでおり、粗野な様子。必要以上に丁寧であり、表面的な対応がみられるため、今後関係性を作っていく。

・12/10～12/11｢唾が飲み込めないくらい喉が痛い｣との理由で欠席。その際、母親様とスタッフでやり取りをすることがあり、｢本人は何も言わないが、12/8より飲酒しているようだ。本人が話すまでは声をかけず見守ることにしていた｣｢本人はデイケアでの出来事を楽しそうに話している｣との情報あり。母親様が、思いを溜め込んでいた様子で、電話の際に堰を切ったように話し続けることがある。家族の思いを傾聴し不安を解消するような関わりが必要と思われる。（達成度50%）
	・気軽に相談が出来るよう関係性を築いていく。

・現段階では、目標計画は継続して実施。今後アセスメントを実施し、今まで飲酒に繋がった経緯や断酒できなかった理由を確認していく。確認後、目標・計画を再立案し、不安を対処しつつ断酒を継続していく方法を検討していく。


【目標・治療計画（再立案）】
	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	不安を解消しながら肺癌の治療と現在の生活を継続する
	①デイケアに継続して通所し、楽しみながら現在の生活を維持する。


	①興味のある活動をし、楽しみながらデイケアで過ごせるようになる。
	①興味のある活動を行いながら、継続して通所する。プログラム等の活動を促し、楽しみながらデイケアで過ごせるように関わっていく。



	
	➁不安を適切に対処し、断酒を継続する。
	➁不安に対し、飲酒行動で対処せず、スタッフに相談出来るようになる。
	②-1不安が生じた時には、すぐにスタッフに相談し、不安を解消する。不安や悩みがあった際にはすぐに相談するように促し、解決策を一緒に検討しながら早期解消を図っていく。

	
	
	
	➁-2アルコール依存症治療プログラムへ参加する。飲酒やアルコールに対する本人の訴えを確認し、適切な対応が出来るように関わっていく。


